
基礎 加算 合計

実施体制・役割等 (1)
必須 5

(2)
必須 5

(3)
加点 20

業務スケジュール (1)
必須 5

(1)

必須 5

(2)
加点 10

(3)
加点 10

(4)
加点 10

(5)
加点 15

(6)
加点 15

(7)
加点 15

(8)
加点 15

(9)
加点 10

(10)
加点 10

20 130 150

【配点方法】

優れているもの やや優れている

もの

普通のもの やや劣っている

もの

劣っているもの

または提案がな

いもの

10 7 5 2 0

15点満点の加点項目 15 10 7 3 0

20 14 10 4 0

講義の内容は、具体的かつ事業の趣旨に沿った適切な提案となって

いるか。

６次産業化サポートセンターと連携して、研修生の６次産業化等の

取組が加速できるようサポート体制が構築されているか

令和８年度６次産業化等人材育成研修会委託業務技術評価点

評価項目、評価基準及び配点

項目 基準 得点

１　業務遂行能力全般

35

提案者の業務内容や実績等からみて受託能力があるか。

６次産業化等について人材育成の視点から、６次産業化等の推進に

ついて的確に課題認識しているか。

人員配置や担当職員の経験年数など契約を確実に履行する実施体制

であるか。

業務処理計画（業務スケジュール）は、実効性の高い計画となって

いるか。

評価

区分

10点満点の加点項目

20点満点の加点項目

○基礎点については事務局で審査し、審査結果を審査員に報告する。なお、基礎点を満たさないものは失格とする。

技術点合計

２　企画提案の内容

取組事例紹介及び意見交換の内容は、具体的かつ事業の趣旨に沿っ

た適切な提案となっているか。

実習の内容は、具体的かつ事業の趣旨に沿った適切な提案となって

いるか。

アンケート調査の内容は研修生の６次産業化等の取組状況や意向を

適切に把握・分析する内容となっているか。

参加者の確保が見込まれる計画となっているか。

道が意図する事業目的と合致するか（６次産業化等に必要な知見を

得られ、受講後、新商品開発の取組に資する内容となっている

か）。

研修の独創性や斬新性など研修効果を高める工夫のほか、６次産業

化等の推進に向けた工夫がされているか。

115

開催方法が、オンライン研修ツールの活用や研修効果を高める工夫

がなされたものとなっているか。

講師・取組事例・視察先の選定の考え方が、具体的かつ事業の趣旨

に沿った適切なものとなっているか。


